


アイヌの矢作りと模擬狩猟体験

ボードゲームで学ぶ・考える  北極域の環境変化と人
北極研究の最前線がわかる！�北極域研究学習ツール『The Arctic   -Arctic  Challenge for  Sustainabil ity-』

先住民、開発業者、海洋学者、文化人類学者、漁業者、外交官になりきってボードゲームをプレイします。
「トナカイの大量死」「海への油流出事故」…など、次々に発生する問題を乗り切ることができるでしょうか。
激変する北極の未来は、どうなる？どうする？

ペーパークラフトでトーテムポールをつくろう
カナダのトーテムポールには、さまざまなどうぶつが彫られています。これらのどうぶつは、

家族の祖先と深い関わりがあると考えられています。  みんぱくにあるトーテムポールを

観察したら、どうぶつを組み合わせてオリジナルのトーテムポールをつくりましょう。    　　　　　　　　　　　　　　　　

ハイダのトーテムポール (カナダ・スキドゲイト村、2019年 8月、岸上伸啓 撮影 )

岸上伸啓（きしがみ のぶひろ）
国立民族学博物館 教授（併任）。研究分野はアラスカやカナダ

の北方先住民の狩猟や生活について。著書に『イヌイット』

（中公新書、2005 年）、『クジラとともに生きる』（臨川

書店、2014 年）、『イヌピアット写眞帳』（風土デザイン

研究所、2014 年）など。

田主誠（たぬし まこと）
版画・造形作家。国内では現代日本美術展、シェル美術

賞展（佳作賞）など、国外では旧ユーゴスラビア国際

版画ビエンナーレ展など多数出品。

1995年ニューヨーク国際メディアフェスティバル銀賞

受賞。

大石侑香（おおいし ゆか）
文化人類学者としてボードゲーム『The Arctic』の制作に

携わりました。シベリアの北方少数民族が自然環境や

政治経済の変化に対して、どのように対処して暮らして

きたかについて研究しています。現在は北極域の食の

安全、毛皮の生産と流通について調査しています。

『The Arctic』制作：

北極域研究推進プロジェクト（ArCS）　https://www.arcs-pro.jp/
　　海洋研究開発機構
　　北海道大学
　　国立極地研究所

日本科学未来館　https://www.miraikan.jst.go.jp/

北極域研究学習ツール
『The Arctic  -Arctic Challenge for Sustainability-』とは？
地球温暖化による北極の海氷減少や凍土融解は、気象や海洋生物だけでなく国際政治や経済、

先住民たちの暮らしにも大きな影響を与えています。『The Arctic』は、北極環境の変化と

社会への影響について遊びながら学び、北極のこれからについて主体的に考えることが

できるボードゲームです。

日　　時： 5月2日（土） 13:00～15:30
                3日（日・祝） 13:00～15:30
場　　所：国立民族学博物館 本館２階第 3セミナー室

講　　師：田主 誠（版画・造形作家）

　　　　　岸上伸啓（国立民族学博物館 教授（併任））

対象年齢：小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）

参 加 費：300円 （別途、要展示観覧券）

定　　員：各回 25名（事前申込 /先着順）

応募期間：4月 2日（木）～ 定員に達し次第受付終了
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日　　時：4 月4日（土）  10:30～12:30
             　                     　          14:00～16:00
場　　所：国立民族学博物館 本館２階第 3セミナー室
講　　師：大石侑香（国立民族学博物館 特任助教

                                             /北極域研究推進プロジェクトメンバー）

対象年齢：中学生～大人

参 加 費：無料

定　　員：各回 24名（事前申込 /先着順）
応募期間：3月 3日（火）～ 定員に達し次第受付終了
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日　　時： 3月28日（土） 14:00～16:00 
             29日（日） 10:30～12:30
場　　所：国立民族学博物館 本館２階第５セミナー室

講　　師：岡田恵介（公益財団法人アイヌ民族文化財団  民族共生象徴空間運営本部  職員）

　　　　　山道陽輪（公益財団法人アイヌ民族文化財団  民族共生象徴空間運営本部  職員）

　　　　　齋藤玲子（国立民族学博物館 准教授）

対象年齢：小学４年生以上（小学生は保護者同伴）

　　　　　※製作には刃物（小刀）を使用します。

参 加 費：300円（別途、要特別展示観覧券）

       ※動きやすく汚れてもよい服装でご参加ください。

定　　員：各回 22名（事前申込 /応募者多数の場合、抽選）

応募期間：3月 3日（火）～3月17日（火）必着
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狩猟のわざ
しゅりょう

かつてのアイヌの生業は、狩猟・漁労・採集が中心でした。なかでも弓矢とわなをもちいた動物の狩猟は、

衣食住にかかせないものです。ワークショップでは、アイヌの伝統的な矢を製作します。できあがった矢

をつかって、弓矢をもちいた模擬狩猟を体験しましょう。
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トーテムポールとは、北アメリカ北西海岸地域の先住民が、祖先や特別な出来事の記念物、

墓標や家柱としてつくった木の柱です。それには、その所有者の家族とゆかりの深いワシ

やワタリガラス、サンダーバード、ビーバー、人間の姿などが彫りこまれています。現在では、

北西海岸先住民の文化を代表するモノのひとつです。
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トーテムポールって、なに？

動物を獲る季節は、シカなどの獣が冬毛に替わり、山や野はらでの見通しもよくなる秋冬が適しています。

それぞれの動物の習性をよく知ることが大切で、通り道にわなを仕掛けたり、好物のえさを置いたり、あるいは

鳴き声をまねしたりして、おびき寄せて獲りました。
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仕掛け弓の仕組みを

実演をまじえて解説します！
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